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多宗教社会の光と影—イギリスとオーストラリアを中心に—
（および、自己の瞑想＝迷走体験からの考察）

蛭川立（明治大学情報コミュニケーション学部・明治大学意識情報学研究所）
０、発表者略歴
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1987

進化生物学を志し京都大学に入学

1992

京都大学の学園祭で麻原彰晃の講演を聴く（友人の入信）
1994

沖縄旅行をきっかけにシャーマニズム研究に転身

2000

タイで一時出家

2003〜現在
「クンダリニー覚醒」のような体験とその後の慢性的な体調不良
2004〜現在
明治大学情報コミュニケーション学部准教授
2005〜2006
花園大学国際禅学研究機構客員研究員



（瞑想の臨床心理学的効果の実証的研究）

2013〜2014
ロンドン大学ゴールドスミス校客員研究員



（「超常的」体験の心理学的研究）

2014〜2015
クイーンズランド大学（オーストラリア・ブリスベン）哲学科客員研究員



（「物理学の哲学」の研究）

（詳細は、蛭川立『精神の星座—内宇宙飛行士の迷走録—』（サンガ）をご笑覧ください）

（１）多民族「先進国」における東洋思想・瞑想文化の一般化

１−０　特定の文化的文脈に囚われない自由な発展
→自覚的であれば逆輸入にも良い点は多い

１−１　対抗文化の担い手の高齢化と若者の保守化

→社会が豊かになったからか？物質的な豊かさだけで十分なのか？
１−２　小市民的なファッションへの縮退
→思想を商品として消費させてしまう資本主義のありかた
→固定化されたライフスタイル（→２へ）

１−３　中産階級のヨーロッパ系住民（白人）への偏り

→アジア系・アフリカ系移民へは広がりをみせない
→東洋的思想・行法は「難行」だからか？（→３へ）
１−４　移民社会の宗教は内向的または排他的
→とくに、イスラームを名乗る過激派の台頭

※はたしてイスラームは独善的・排他的なのか？

（２）西洋近代における神話的二元論の構造
文化→自然　＝　環境保護運動、「自然○○」、「有機○○」などへの関心

文明→未開　＝　先住民文化への関心

西洋→東洋　＝　東洋思想への関心

精神→身体　＝　身体性への関心

男性→女性　＝　女性性の復権、フェミニズム

着衣→裸体　＝　naturism（裸体主義）

調理→生物　＝　raw food（ローフード）
（３）「自力」と「他力」
３−１　「自力」は「難行」である


→自覚的な「他力」による救済（念仏、バクティ・ヨーガなど）
３−２　「自力」の副作用

→自我肥大（ego inflation）
→誇大妄想、被害妄想、選民意識

→陰謀論的・終末論的世界観（これらは「自力」とは無関係？）
３−３　批判的思考（critical thinking）の可能性と限界
